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正
直
に
告
白
す
れ
ば
「
県
史
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
ど
こ
か
形
式
ば
っ
た
、
無
味
な

も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
本
巻
は
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
だ
け
の
迫
力
が
あ

る
。
明
治
期
か
ら
戦
後
期
ま
で
の
雑
誌
や
新
聞
記
事
を
大
量
に
掲
載
し
た
労
作
で
あ

る
が
、
そ
の
魅
力
は
青
森
に
ま
つ
わ
る
多
種
多
様
な
論
考
・
言
説
（
青
森
論
）
を
生

き
生
き
と
伝
え
て
く
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

同
書
は
以
下
の
構
成
か
ら
な
っ
て
い
る
。

総　

説　
「
青
森
論
」
の
た
め
に

第
1
章　
「
開
化
」
す
る
地
域
メ
デ
ィ
ア
―
明
治
前
期
―

第
2
章　
「
東
」
と
「
北
」
へ
の
志
向
―
明
治
後
期
―

第
3
章　

展
開
す
る
自
画
像
―
大
正
期
―

第
4
章　

地
域
像
と
国
家
像
の
は
ざ
ま
―
昭
和
戦
前
期
（
1
）
―

第
5
章　

 「
東
奥
」
の
世
界
―
昭
和
戦
前
期
（
2
）
―

　

河
西
英
通
氏
に
よ
る
総
説（「
青
森
論
」
の
た
め
に
）に
よ
れ
ば
、
本
書
の
目
的
は
、

近
大
に
お
け
る
青
森
の
自
画
像
の
系
譜
を
紐
解
く
こ
と
に
あ
る
。
同
氏
が
述
べ
る
よ

う
に
、
近
代
以
前
か
ら
続
く
「
西
高
東
低
」
の
歴
史
認
識
に
お
い
て
は
、
権
力
・
文

化
の
「
中
央
」
か
ら
い
ち
ば
ん
遠
い
「
後
進
地
域
」
の
代
名
詞
の
ひ
と
つ
と
し
て
扱

わ
れ
て
き
た
。
西
南
人
に
し
ば
し
ば
、「
野
蛮
」
で
停
滞
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ

た
青
森
は
、
日
本
が
近
代
化
に
突
き
進
む
時
代
に
、
青
森
県
内
の
地
域
メ
デ
ィ
ア
は
、

そ
の
負
の
イ
メ
ー
ジ
と
ど
う
向
き
合
い
、
ど
う
抗
い
、
ど
う
克
服
し
よ
う
と
し
た
の
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史
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ネ
イ
ス
ン
・
ホ
プ
ソ
ン

か
。
本
書
で
は
、
そ
の
活
発
に
し
て
「
多
様
で
重
層
的
な
」
言
説
空
間
が
蘇
る
。

　

各
章
は
、
青
森
県
内
で
発
行
さ
れ
た
新
聞
・
雑
誌
の
記
事
を
、
出
版
媒
体
ご
と
に

ま
と
め
て
あ
る
。
明
治
初
期
・
後
期
、
大
正
期
、
昭
和
戦
前
期
の
四
つ
の
年
代
に
分

か
れ
て
お
り
、
昭
和
戦
前
期
の
み
、
2
章
（
第
4
〜
5
章
）
の
紙
幅
を
占
め
る
。
詳

細
は
以
下
に
記
述
す
る
が
、
第
5
章
は
雑
誌
「
月
刊
東
奥
」
の
記
事
の
み
で
構
成
さ

れ
る
。

　

以
下
、
各
章
の
内
容
及
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
印
象
的
な
論
考
・
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

個
人
的
な
関
心
に
沿
っ
て
述
べ
た
い
。

　

第
1
章
で
は
、
近
代
初
期
の
一
八
七
〇
年
代
か
ら
一
八
九
〇
年
頃
ま
で
展
開
さ
れ

た
、
激
動
の
明
治
初
期
の
論
考
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
長
き
に
わ
た
っ
て
支
配
的
な

位
置
を
占
め
て
き
た
制
度
や
価
値
体
系
が
危
機
に
瀕
し
、
先
の
見
通
せ
な
い
不
安
感

と
未
来
へ
の
希
望
が
隣
り
合
っ
て
衝
突
し
た
時
代
。
冒
頭
を
飾
る
「
東
奥
奨
励
論
」

（
一
八
七
九
）
や
「
白
河
以
北
一
山
百
文
は
却
て
東
奥
を
振
起
す
る
も
の
乎
」（
一
八

八
九
）
に
は
、
以
降
「
永
遠
の
課
題
」
と
し
て
付
き
ま
と
っ
て
き
た
振
興
論
が
さ
っ

そ
く
浮
上
す
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

　

第
2
章
は
、
一
八
九
〇
年
頃
か
ら
明
治
晩
年
ま
で
の
青
森
論
を
対
象
と
す
る
。
日

清
・
日
露
の
両
戦
争
は
、
明
治
後
期
を
特
徴
づ
け
る
大
き
な
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
。

青
森
論
も
、
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
「
本
州
の
最
北
端
」
と
い
う
国
内
的
位
置
づ
け

に
加
え
、
ア
ジ
ア
や
世
界
の
な
か
の
青
森
に
対
す
る
意
識
が
芽
生
え
る
結
果
と
な
っ

た
。
国
内
経
済
を
支
え
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
網
の
整
備
に
着
眼
し
た
論
考
が
あ
る
一
方

（
章
末
に
掲
載
さ
れ
る
雑
誌
「
北
日
本
」
か
ら
抜
粋
し
た
二
つ
の
記
事
は
そ
の
例
で

あ
る
）、
ア
ジ
ア
を
見
据
え
た
思
想
・
言
説
の
展
開
を
よ
く
示
す
例
と
し
て
、
青
森

港
を
取
り
上
げ
た
日
刊
紙
「
東
奥
日
報
」
に
掲
載
さ
れ
た
一
連
の
記
事
。
ま
た
、「
起
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き
て
よ
東
北
の
男
子
」（
一
八
九
六
）
や
「
東
北
男
子
に
望
む
」（
一
九
〇
一
）
か
ら

察
す
る
と
、
経
済
発
展
と
精
神
論
を
混
同
す
る
よ
う
な
論
調
も
こ
の
時
代
に
台
頭
し

て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
東
北
・
青
森
の
「
後
進
性
」
を
堕
落
に
還
元

す
る
世
論
へ
反
発
し
、
跳
ね
返
そ
う
と
す
る
意
志
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

第
3
章
は
、
一
九
一
二
年
か
ら
一
九
二
五
年
ま
で
の
大
正
期
に
発
表
さ
れ
た
青
森

に
関
す
る
論
考
が
掲
載
さ
れ
る
。
編
者
に
よ
る
と
「
近
代
の
息
吹
が
地
域
に
定
着
し

た
時
期
」
で
あ
る
。
目
を
引
く
の
は
、
近
代
的
経
済
発
展
を
全
面
的
に
押
し
出
し
、

東
北
の
可
能
性
を
力
説
す
る
論
調
。
そ
の
時
代
を
代
表
す
る
論
説
と
し
て
、
浅
野
源

吾
の
「
東
北
地
方
の
積
極
的
活
動
時
代
」（
一
九
二
〇
）
な
ど
が
あ
る
。
浅
野
は
東

北
振
興
論
に
強
い
関
心
を
持
ち
、
初
期
の
東
北
振
興
会
の
設
立
に
尽
力
し
、
雑
誌

「
東
北
日
本
」
の
主
幹
も
務
め
た
、
経
済
面
で
の
近
代
化
を
意
識
し
た
人
物
。
そ
の

「
東
北
日
本
」
に
掲
載
し
た
記
事
に
は
、「
今
日
東
北
地
方
程
有
利
の
地
位
を
占
む
る
」

地
域
は
他
に
な
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
4
章
は
、
昭
和
戦
前
期
の
「
地
域
像
と
国
家
像
の
は
ざ
ま
」
に
あ
っ
た
時
代
の

青
森
論
を
取
り
上
げ
る
。
相
も
変
わ
ら
ず
「
東
北
の
文
化
は
低
い
か
」（
一
九
三
九
）

や
「
青
森
県
振
興
論
」（
一
九
三
七
）
の
よ
う
に
、
近
代
国
家
に
お
け
る
経
済
的
・

文
化
的
な
先
進
・
後
進
論
は
数
多
く
見
ら
れ
る
。
一
方
、
三
戸
新
聞
に
載
っ
た
「
大

三
戸
建
設
論
」（
一
九
三
九
）
か
ら
折
口
信
夫
に
よ
る
「
奥
州
唄
の
旅
」（
一
九
四
二
）

ま
で
、
そ
し
て
「
青
森
県
評
論
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
大
東
亜
戦
争
と
青
森
県
」（
一

九
四
四
）
か
ら
「
キ
リ
ス
ト
教
が
八
戸
へ
来
た
話
」（
一
九
三
九
）
ま
で
、
そ
の
観

点
や
題
材
の
多
様
性
は
顕
著
で
興
味
深
い
。

　

最
終
の
第
5
章
は
雑
誌
「
月
刊
東
奥
」
の
い
わ
ば
特
集
で
あ
り
、
前
章
と
同
じ
昭

和
戦
前
期
を
題
材
と
し
な
が
ら
も
、
複
数
の
雑
誌
を
取
り
上
げ
る
他
の
章
と
構
成
を

異
に
す
る
。
ま
た
、「
躍
進
青
森
リ
ン
ゴ
の
現
状
と
将
来
」（
一
九
四
〇
）「
リ
ン
ゴ

経
済
の
新
体
制
」（
一
九
四
〇
）「
リ
ン
ゴ
と
大
東
亜
共
栄
圏
」（
一
九
四
一
）「
航
空

機
燃
料
と
な
る
リ
ン
ゴ
」（
一
九
四
五
）
な
ど
、
リ
ン
ゴ
を
冠
し
た
記
事
が
多
出
す

る
の
も
、
他
の
章
と
異
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
地
域
的
特
色
を
除
け
ば
、
戦
時
下
に

お
い
て
論
調
が
単
調
に
な
っ
て
い
る
、
い
や
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ

と
が
目
立
つ
。
満
州
移
民
や
「
翼
賛
青
森
」
を
推
奨
す
る
記
事
に
加
え
、
悪
化
す
る

銃
後
の
生
活
環
境
に
お
い
て
、
敢
え
て
い
う
な
ら
「
県
民
か
ら
健
民
へ
」
と
、
健
康

づ
く
り
を
重
視
し
て
い
る
姿
勢
が
あ
る
。
近
代
栄
養
学
に
基
づ
く
食
生
活
改
善
や
結

核
・
ト
ラ
コ
ー
マ
の
撲
滅
を
訴
え
る
「
迷
信
を
打
破
し
多
く
産
ん
で
よ
く
育
て
ま
せ

う
」（
一
九
四
一
）「
強
い
東
北
民
を
作
れ
！
」（
一
九
四
二
）
や
雑
誌
の
特
号
「
青

森
健
民
読
本
」（
一
九
四
二
）
は
こ
の
傾
向
を
よ
く
捉
え
て
い
る
。

　

以
上
、
明
治
初
期
か
ら
十
五
年
戦
争
ま
で
の
青
森
論
の
変
遷
が
分
か
る
、
魅
力
的

で
読
み
応
え
の
あ
る
一
冊
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
青
森
論
の
み
な
ら
ず
、
よ
り
普

遍
的
な
広
が
り
―
近
代
国
家
に
お
け
る
「
後
進
地
域
」
論
な
ど
―
の
大
き
な
糧
と
な

る
、
今
後
の
東
北
研
究
、
地
域
研
究
、
日
本
史
研
究
な
ど
多
数
の
分
野
に
貢
献
す
る

力
作
と
な
っ
て
い
る
。
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